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ほっと
ぷらざ

西暦と元号

外来でカルテや診断書を書いていて気がついた．以前は昭和○○年という元号表

記が普通であったが，最近は１９９○年，２００○年という西暦表記をよく見るように

なった．カルテに日付を押すスタンプが診察室によって‘０６．２．３と１８．２．３とがあっ

たりする．どうも若いスタッフが西暦使用を好むようだ．個人的には平成○○生ま

れという方が判りやすいが，元号表記を使わないのは，平成になってからの現象の

様．最近の学会発表でも西暦表示が多くなった．しかし，例えば大学卒業は１９７９年

or昭和５４年とどっちがわかり易いか？冬季札幌五輪は何年？人によって様々だと

思う．天皇継承問題で世論が沸きつつあるが，なぜ元号を使うのか？の疑問に明確

な答えはない．西暦と元号の併用は日本人特有の使い分け，fuzzyな感覚によるも

のかもしれない．国際学会で発表するときに Heisei１８と言って通じるわけはない

が，保険会社の診断書には最後の日付欄にあらかじめ平成の印字がなされているの

で，ゴム印は１８．２．３の方が便利だ．ただし外資系の診断書は別．
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